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い
ま
開
か
れ
て
い
る
国
会

で
は
、
国
民
に
２
兆
７
千
億

円
も
の
負
担
増
を
強
要
す
る

０
６
年
度
政
府
予
算
案
と
国

家
公
務
員
の
５
％
削
減
を
柱

と
す
る
「
行
革
推
進
法
案
」
が

強
行
成
立
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
医
療
改
悪
法
案
、
教

育
基
本
法
案
の
強
行
成
立
や

憲
法
改
悪
の
一
里
塚
と
い
わ

れ
る
「
国
民
投
票
法
案
」
の
上

程
・
成
立
ま
で
が
ね
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
、
悪
法
阻

止
の
た
め
、
５
月
２
７
日

（
木
）
、
東
京
代
々
木
公
園
で
、

「
許
す
な
憲
法
改
悪
！
守
ろ
う

い
の
ち
と
く
ら
し
、
み
ん
な

集
ま
れ
５
．
２
７
国
民
大
行

動
（
１
０
万
人
）
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
行
動
に
高
知

か
ら
１
０
０
人
が
参
加
し
よ

　
５
月
に
日
比
谷

公
園
で
１
０
万
人

の
国
民
大
集
会
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
代
々
木

公
園
の
す
ぐ
隣
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
あ
る
。
国
会
審
議
と
関
連

し
て
私
た
ち
が
大
規
模
な
集

会
を
開
い
て
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
全

く
無
視
を
し
て
放
送
を
し
な

か
っ
た
◆
５
月
の
大
集
会
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
進
路
を

左
右
す
る
「
国
民
投
票
法
案
」

や
「
教
育
基
本
法
改
悪
案
」
を

阻
止
す
る
た
め
に
全
国
の
知

恵
と
力
を
結
集
し
た
集
会
で

あ
る
。
こ
の
集
会
に
高
知
か

ら
何
人
を
派
遣
す
る
の
か
を

話
し
合
う
会
議
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
む

の
だ
ろ
う
か
」
と
余
談
で
は

あ
っ
た
が
話
題
と
な
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
不
祥
事
で
「
お

詫
び
」
を
重
ね
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

た
い
し
て
、
「
『
大
本
営
発
表

ば
か
り
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
』

が
抜
け
ち
ゅ
う
ぞ
ッ
！
」
と

怒
る
人
は
筆
者
だ
け
で
は
な

い
と
思
う
◆
憲
法
改
悪
に
道

を
開
く
「
国
民
投
票
法
案
」
は

マ
ス
コ
ミ
へ
の
報
道
規
制
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
「
国
民

投
票
法
案
」
上
程
阻
止
を
掲

げ
る
１
０
万
人
集
会
を
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
全
国
放
送
に
載
せ
る
か

ど
う
か
。
い
ざ
、「
投
票
法
案
」

が
上
程
さ
れ
た
ら
マ
ス
コ
ミ

が
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を

と
る
か
を
占
う
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
。
　
　
　
（
高
）

　
０
６
春
闘
は
、

景
気
回
復
が
進

む
と
い
る
わ
れ

る
状
況
の
も
と
、

ま
た
、
マ
ス
コ

ミ
各
社
が
、
日

本

経

団

連

の

「
労
働
経
営
対
策

検
討
委
員
会
報

告
」
で
の
、
「
賃

上
げ
容
認
」
発

表
を
と
ら
え
、

久
し
さ
ぶ
り
に

春
闘
前
進
へ
の

期
待
を
報
じ
る

な
ど
、
国
民
か

ら
の
関
心
が
持

た
れ
る
も
と
で

の
展
開
と
な
り

ま
し
た
。
し
か

06国民春闘

賃
上
げ
、
雇
用
延
長
の
要
求
掲
げ

ね
ば
り
強
い
た
た
か
い
を

し
、
ト
ヨ
タ
を
は
じ
め
と
す
る

自
動
車
、
鉄
鋼
、
電
機
な
ど
の

大
手
企
業
が
史
上
最
高
の
利
益

と
８
０
兆
円
を
超
え
る
内
部
留

保
を
獲
得
し
て
い
る
に
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
５
０
０
円

～
１
０
０
０
円
と
い
う
低
額
回

答
し
か
示
さ
ず
、
先
行
組
合
・

大
企
業
職
場
の
春
闘
は
、
低
額

妥
結
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
た
た
か
い
は
中
小

企
業
職
場
に
移
り
、
大
企
業
職

場
で
の
春
闘
結
果
が
、
中
小
職

場

春

闘

の

賃

上

げ

闘

争

に
、
攻
勢

的

な

激

励

と

は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
県
労

連
は
、
０
６
年
春
闘
で
、
県
内

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
の

底
上
げ
要
求
を
基
本
に
す
え
、

①
「
誰
で
も
月
額
１
万
円
以

上
」
の
賃
上
げ
、
パ
ー
ト
な
ど

時
間
給
労
働
者
「
誰
で
も
時

間
給
１
０
０
円
以
上
」
の
引

上
げ
、
②
地
域
最
低
賃
金
１

時
間
１
０
０
０
円
以
上
へ
の

引
上
げ
」
③
公
務
員
賃
金
の

改
悪
反
対
、
公
務
関
連
業
務

で
働
く
労
働
者
の
生
活
保
障

を
す
る
賃
金
改
善
要
求
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
県
労

連
関
係
労
組
の
賃
上
げ
闘
争

は
、
約
３
０
職
場
組
合
が
独

自
の
賃
上
げ
・
年
間
一
時
金
、

労
働
条
件
改
善
要
求
と
と
も

に
、
今
年
４
月
か
ら
施
行
の
改

正
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
趣

旨
に
添
っ
た
６
０
歳
以
上
へ

の
定
年
延
長
・
継
続
雇
用
要
求

な
ど
を
経
営
側
に
提
出
し
、
団

体
交
渉
な
ど
で
、
諸
要
求
実
現

を
め
ざ
し
健
闘
し
て
き
ま
し

た
。
４
月
１
２
日
、
特
殊
製
鋼

所
労
組
は
、
昨
年
を
上
回
る
賃

上
げ
４
０
０
０
円
で
合
意
妥

結
し
、
４
月
１
４
日
に
は
、
ミ

ロ
ク
労
組
が
、
賃
上
げ
６
０
０

０
円
、
年
間
一
時
金
４
．
５
ケ

月
プ
ラ
ス
３
万
円
で
妥
結
し

ま
し
た
。
宇
治
電
労
組
は
、
昨

年
の
賃
上
げ
（
４
７
０
０
円
）
、

年
間
一
時
金
（
１
２
０
万
円
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ア
）
を
要
求
し
、

５
月
連
休
後
ま
で
の
ね
ば
り

強
い
た
た
か
い
を
続
け
、
医
労

連
の
同
仁
病
院
労
組
、
精
華
園

労
組
が
ほ
ぼ
昨
年
並
み
で
妥

結
。
高
陵
病
院
、
医
療
生
協
の

各
労
組
、
こ
う
ち
生
協
労
組
、

そ
の
他
の
労
組
も
賃
上
げ
回

答
を
求
め
、
ね

ば
り
強
い
た
た

か
い
を
進
め
て

い
ま
す
。
県
内

春
闘
は
、
未
解

決

職

場

が

多

く
、
ま
だ
ま
だ

続
き
ま
す
。
す

べ
て
の
職
場
組

合
で
の
賃
上
げ

実

現

賃

め

ざ

し
、
激
励
・
支
援

を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

5.27 代々木公園で10 万人集会

う
と
、
４
月
１
８
日
、
第
８
回

国
民
大
運
動
高
知
県
実
行
委

員
会
が
、
高
知
城
ホ
ー
ル
県

教
組
会
議
室
で
、
ひ
ら
か
れ
、

そ
の
準
備
が
検
討
さ
れ
ま
し

た
。
県
教
組
は
４
０
人
、
自
治

労
連
が
２
０
人
の
参
加
目
標

を
立
て
て
い
ま
す
。
同
実
行

委
員
会
で
は
、
４
０
人
の
バ

ス
参
加
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

２
７
日
の
行
動
後
、
す
ぐ
に

帰
る
は
、
１
人
１
０
７
０
０

円
、
東
京
一
泊
の
場
合
は
、
２

０
，
７
５
０
円
で
す
。
各
組

合
か
ら
の
大
勢
の
参
加
を
よ

び
か
け
ま
す
。

憲法・教基法改悪

医療改悪
反対!

憲
法
改
悪
反

対

高知県代表団
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高
知
地
方
気
象
台
は
気
象
庁
の
地
方
官

署
と
し
て
、
日
々
の
天
気
予
報
、
重
大
な
災

害
を
引
き
起
こ
す
気
象
現
象
に
対
す
る
気

象
警
報
・
注
意
報
の
発
表
、
そ
の
他
に
も
地

震
観
測
、
津
波
予
報
、
潮
汐
観
測
な
ど
の
業

務
を
行
っ
て
お
り
、
盆
も
正
月
も
関
係
な

く
２
４
時
間
働
い
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
は
全
国
的
に
み
て
も
雨
量
は
群

を
抜
き
、
台
風
も
頻
繁
に
来
襲
、
南
海
地
震

の
被
害
も
甚
大
、
な
ど
常
に
気
象
災
害
が

絶
え
な
い
県
で
す
。
県
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
気
象
台
の
業
務

は
非
常
に
重
要
な
責
務
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
気
象
庁
も
「
行
政
改
革
」
の
名

の
も
と
に
、
大
幅
な
人
員
削
減
、
測
候
所
や

観
測
所
の
廃
止
、
管
理
型
業
務
に
よ
る
気

象
技
術
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
業
務
の
縮

小
・
弱
体
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
局
は
０
５
年
４
月
、「
人
事
管
理
・
会

計
処
理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
、
高
知
地
方

気
象
台
総
務
課
・
室
戸
岬
測
候
所
業
務
係

の
人
員
削
減
を
強
行
し
ま
し
た
。
し
か
し

シ
ス
テ
ム
は
計
画
通
り
に
は
運
用
で
き
ず
、

当
初
の
説
明
と
は
全
く
異
な
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
重

く
押
し
寄
せ
て
来
て
い
ま
す
。
ま
た
、
０
６

年
度
か
ら
は
航
空
気
象
業
務
の
再
編
に

よ
っ
て
、
気
象
台
高
知
空
港
出
張
所
の
予

報
官
４
名
全
て
を
削
減
し
ま
し
た
。
関
西

空
港
か
ら
の
遠
隔
予
報
で
対
応
で
き
る
と

の
説
明
で
す
が
、
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
ま
た
、

国
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
よ
り
も

「
小
さ
な
政
府｣

は｢

大
き
な
迷
惑｣ 

⑥

①
医
療
改
悪
は
高
齢
者

だ
け
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
労
働
者
へ
の

攻
撃
そ
の
も
の
で
す
。

　
法
案
が
国
会
を
通
過

　
今
回
は
県
民
の
安
心
を
守
る
た
め
頑
張
っ
て
い
る

全
気
象
の
仲
間
た
ち
で
す
。合

理
化
・
効
率
化
が
優
先
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
今
後
ま
す
ま
す

気
象
災
害
が
多
発
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
民
の
く
ら
し
や
財
産
を
守
る
た

め
に
も
、
気
象
事
業
の
拡
充
を
訴
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医療改悪反対で

労働者の決起を
高
知
県
社
保
協

事
務
局
長
山
岡
博
明

す
れ
ば
０
８
年
の
高
齢
者
医
療
制
度
の
創

設
と
と
も
に
、
全
労
働
者
か
ら
「
負
担
の

公
平
」
と
称
し
、
新
た
に
連
帯
保
険
料
が

加
算
徴
収
さ

れ
る
の
で
す
。

②
親
の
生
活

や
健
康
が
気

に
な
り
ま
せ

ん
か
？

　
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
全
高
齢
者
（
７

５
歳
以
上
）
か
ら
も
新
た
に
月
６
千
円
の

保
険
料
を
徴
収
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

介
護
保
険
料
と
セ
ッ
ト
で
、
少
な
い
年
金

か
ら
強
制
的
に
一
万
円
を
超
え
る
保
険
料

が
天
引
き
さ
れ
る
の
で
す
。

③
さ
ら
に
、
親
が
病
気
に
な
っ
て
、
い
ざ

と
い
う
時
の
ベ
ッ
ド
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

介
護
療
養
型
医
療
施
設
１
３
万
床
が
廃
止

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
医
療
療
養
施
設
も

２
５
万
か
ら
１
５
万
床
に
削
減
さ
れ
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
３
４
万
人
と
合

わ
せ
、
５
７
万
人
の
「
介
護
難
民
」「
療
養

難
民
」
を
生
み
出
す
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
す
で
に
４
月
か
ら
の
診
療
報

酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
訂
で
医
療
療
養
施
設
は

収
入
の
大
幅
減
で
、
病
院
そ
の
も
の
の
存

続
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
医
療
改
革
関
連
法
案
の
廃
案
を
め
ざ
し
、

す
べ
て
の
労
働
者
の
決
起
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

革新懇文化祭

◆美術展

◆芸能大会

06年５月11日～13日

06年５月13日13時～16時

◆会場
高知城ホール

◆協力券

　　２００円です

プルサーマル計画の撤回を

四
国
地
区
協
な
ど
が

四
国
電
力
に
要
請

機関紙ＮＯ．９０

お楽しみクイズ当選者

■正解　シュンミン(春眠)

■当選者

　境　晴美さん(室戸市職)

　谷ひできさん(室戸市職)

なお、応募者は２名でした。

おめでとうございま

す。図書券をお送りい

たします。

　
全
労
連
四
国
地
区
協
と
「
伊

方
等
の
原
発
の
危
険
に
反
対
す

る
愛
媛
県
民
連
絡
会
議
」
は
、
４

月
２
１
日
、
高
松
市
の
四
国
電

力
本
社
で
「
伊
方
発
電
所
３
号

機
で
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の

撤
回
と
原
発
の
安
全
確
保
の
申

し
入
れ
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
申
し
入
れ
に
は
高
知
県

労
連
か
ら
２
名
、
高
知
県
革
新
懇
か
ら
浜

田
節
子
事
務
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
３
月
２
４
日
、
金
沢
地
裁
が
国
の
耐
震

指
針
へ
の
不
信
を
表
明
し
て
、
石
川
県
志

賀
原
発
の
「
運
転
差
し
止
め
」
の
判
決
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
四
国
電
力
は
、
原
発
問
題
の
「
現
状
認

識
」
と
し
て
「
①
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
環
境
問

題
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
・
安
全
提
供
の

保
障
面
③
経
済
性
の
三
点
か
ら
『
フ
ォ

ロ
ー
の
風
』
が
吹
い
て
い
る
と
と
ら
え
て

い
る
」
と
冒
頭
か
ら
高
飛
車
な
態
度
を
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
原
発
の
『
設
計
寿
命
』

は
３
０
年
と
さ
れ
て
き
た
が
、
来
年
、
一

号
機
が
『
原
発
定
年
』
を
迎
え
る
・
・
・
」

と
の
指
摘
に
た
い
し
て
、
「
定
期
点
検
で

老
朽
化
し
た
部
分
は
取
り
替
え
を
し
て
お

り
、
原
発
に
定
年
は
な
い
」
と
言
い
切
り
、

話
し
合
い
は
平
行
線
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　
高
知
県
で
は
「
国
民
保
護
計
画
」（
こ
の

計
画
自
体
憲
法
違
反
で
は
あ
る
が
）
で
原

発
の
放
射
能
漏
れ
を
仮
定
し
て
「
風
上
に

逃
げ
よ
」
な
ど
と
「
警
告
」
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
必
ず
起
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
大

地
震
が
く
れ
ば
、
活
断
層
に
接
近
し
た
伊

方
原
発
が
直
撃
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き

く
、「
伊
方
原
発
は
安
全
だ
」
と
い
う
四
国

電
力
側
の
言
い
分
に
改
め
て
不
信
を
抱
か

せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

第８回働くものの学習交流集会
◎　日　時　　2006 年６月17 日(土)13:00
                         ～ 18日(日)12:00
◎　場　所　　香川県国営讃岐まんのう公園
◎　参加費　フル参加　9,000 円
◎　内　容　レクリェーション、班別交流
　　　　　　講演　二見伸吾さん
　　　　　　広島県学習協事務局長

　　　

　
全
労
連
四
国
地
区
協
と
四
国

各
県
学
習
協
に
よ
る
「
働
く
も

の
の
学
習
交
流
集
会
」
は
香
川

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
交
流
集
会
は
毎
回
各
県

労
連
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て

企
画
・
運
営
さ
れ
、
青
年
部
の
活

性
化
の
起
爆
剤
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
交
流
会
に
参

加
し
た
“
お
じ
さ
ん
た
ち
”
は

若
者
に
元
気
を
も
ら
い
、
今
後

の
活
動
の
ス
タ
ミ
ナ
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
仲
間
が
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

今回のテーマは 「和」

原水爆禁止四国大会

△日時　2006年５月20日(土)13:30 ～ 21日(日)12:00

　

△場所　高知城ホール

△内容　講演、分科会　


